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英語コミュニケーション授業の実例報告: 

出席確認とグループによる言語活動 

 

福井 龍太(三重大学共通教育センター) 

 

1. はじめに 

 大学の英語の授業の質をいかに保証するかについては、多く

の大学で喫緊の課題となっている。現在、各大学当局は、カリ

キュラムを改正したり、授業数を変動させたり、教授する内容

を検討したりすることによってこの課題に立ち向かっている。

大学の英語教育のシステムに着目して改革を図ることは確かに

重要で、劇的な効果を上げた例も報告されている。大学のしか

るべき立場で、このような改革を断行している方々の様々な取

り組みには学ぶべきところが多い。 

 一方、このような劇的な改革は、そのような改革が可能な立

場にある教授陣にしか行えないという側面がある。筆者のよう

な立場の教員においては、大学教育システム自体にアプローチ

することは難しい。それでも、一大学教員として学生の授業を

担当する立場には変わりなく、筆者にはよりよい英語教育を行

うために寄与したいという強い希望がある。このような立場か

ら切り込むことができるのは、まさに自分自身が行う授業であ

る。大学の英語教育のシステム自体の問題点に目を向けること

は無論必要である。それと同時に、現時点で与えられたシステ

ムの中でどのように毎回の英語の授業を行い、学生に必要な英

語運用能力を効果的に身につけてもらうべきかについて考え、

実践することもまた必要である。学生が大学に入学してまず目

の当たりにするのは、大学教育システムではなく、毎回出席す

る授業である。高橋 1)は、生徒の学習を一番大きく左右するもの

は、なんと言っても教師の教え方である、と述べているが、こ

れは結局のところ、学生に英語運用能力を効果的に身につけさ

せられるかどうかは、個々の教員が行う授業ひとつひとつに係

っているということである。 

 本論では、他教員の授業や、日本やアメリカの小中高等学校、

英会話学校、先行研究や実践報告といった、様々なものからの

成功例を取り入れることで、学生に必要な英語力を効果的に身

につけてもらうために筆者が大学初年次向けの授業内、特に三

重大学共通教育センター外国語科目「英語Ⅰコミュニケーショ

ン」で実践した英語教育の実例のうち、出席確認の方法と、グ

ループ毎のコミュニケーション活動について報告する。 

 

 

 

 

 

2. 実践例の報告 

2.1 出席棒：出席に即興性を与え、出席する意味

のある、出席したくなる授業にする 

 大学の授業において、出席の位置づけは様々である。遅刻し

た場合には欠席とみなすほか、一度でも欠席すると単位取得を

認めないといった、出席を極めて重要なものとみなし、出席回 

数を成績評定に組み込む授業もあれば、期待される能力が身に

ついてさえいればいいので、出席は全く取らず、成績評価は期

末試験のみで行うという授業もある。 

 大学初年次の英語教育にあっては、英語運用能力を効果的に

習得するために、学生は授業内で言語活動を行う必要があり、

特に英語でのコミュニケーションを扱う授業では、故に授業へ

の出席は極めて重要視される。 

 しかし、単に出席を点呼して記録する方式で確認することか

らだけでは、学生が授業に出席する、あるいは出席し続ける動

機付けにはならないようである。とりわけ第１時限の授業では、

出席を取ることがあらかじめ知らされていながら、出席を諦め

てしまう学生がいる。また、昼食直後の授業時限である場合に

は、学生は集中力が維持できないと訴える。学生のひとりによ

れば、授業開始直後に出席が確認されるだけであると、どうし

ても眠くなってしまうという。 

さらに、授業への出席を重視していながら、授業に出席せず

に自学自習する方がよりよい成績を得られるような授業構成と

なっている場合、学生は出席に対する動機を維持できない。教

員も学生も、忙しい中で貴重な時間を授業のために費やす。故

に、授業への出席を重視するならば、出席しなければ得ること

のできない情報や機会を十分に提供し、意味のある出席となる

ように教員は配慮するべきである。出席しなくても学生が単独

で学習できる内容のみが授業で扱われるのであれば、出席を重

視する意味がない。 

加えて、英語Ⅰコミュニケーションの授業は、やはり英語に

よるコミュニケーションを授業内外で十分に行えるように構成

するべきである。英語の新出単語や表現を学んだり、リスニン

グ能力を身につけたりすることが重要であることは言うまでも

なく、筆者の授業でもしばしば取り扱うが、それはあくまでコ

ミュニケーションを円滑に行うために副次的に必要なものに過

ぎず、それを学ぶことが英語Ⅰコミュニケーションの授業の中

心であるわけではない。むしろこれらについては、学生が授業
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せた。

様子) 

した大判用紙は

前に知らせてあ

課題により集中

生の同意を得た

う、会場を通常

備する、授業を他

ことも、良い意

動を行うことを

に 

筆者の三重大学在

した三重大学共

業において実践

認とグループ活

英会話学校の

につけるための

うな状況だから

も異なる、「大

れることになる。

教員個人の小さ

 

用いて活動して

１０個程度と、

。これについて

思われる。また

英語の正確さにつ

いても繰り返し

期待される。た

であったと言うこ

はせず、相手に

は、記名の上、一

る。他人にも見

して取り組む動

上で、必要の範

常の教室と異なる

他のクラスの学

意味で発表の緊張

可能にする。 

学在任中(２００９

共通教育センター

践した英語教育の

活動について報告

増加からも見て

教育があらゆる

こそ、小中高等

大学」における英

。この答えを導

な取り組みとそ

ていたが、ブレイ

期待した数の情

ては繰り返し訓練

た、書かれている

ついても、改善の

し練習することに

ただ、このような

こともあり、あま

に伝えることを念

一定期間掲示す

見てもらうと言っ

動機となる。また

範囲内で写真やビ

る場所にする、マ

学生や教職員に公

張感を高め、より

９年４月－２０

ー英語Ⅰコミュ

の様々な取り組み

告した。小学校英

て取れるように、

る場所で模索され

等学校とも異なり

英語教育のあり方

導き出すためには

その報告が重要で

福井 龍太
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